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［目的］

本発表の目的は、経営不振により事業承継された

病院において、院長候補となる若手総合診療医リー

ダーを擁立するプロセスを報告することである。医

療経営士（経営企画担当理事）が、医師の入職前から

入職後にかけて、どのように組織基盤を整備し、医

師と協働して経営改善と組織改革に取り組んだか、

その２年間の軌跡を明らかにする。

［実施方法］

対象は、2022年11月にやまとグループに参画

した光ヶ丘スペルマン病院である。2023年に着

任した医療経営士が、まず医師入職前の１年間で組

織基盤の整備に着手した。主な取り組みは、①既存

職員との関係構築（仲間づくり）、②経営陣の価値観

の伝達や常勤医師との面談を通じた方針提示、③会

議体の再編による意思決定の迅速化である。医師（院

長候補）入職後は、医療経営士と医師が協働し、地

域のニーズに応えるための具体的な施策を実行し

た。具体的には、①地域連携室の体制強化、②化学

療法実施中の入院受け入れなど、顧客の個別ニーズ

に応える新サービス開発、③多職種カンファレンス

の導入による診療体制の強化、④看護師長を中心と

したマネージャー育成による組織の自走力向上に取

り組んだ。

［実施期間］

医療経営士が着任した2023年から、リーダー

医師の入職（2024年４月）を経て、経営改善の成

果が表れ始めた2024年度末までの約２年間。

［結果］

第一に、財務状況が大幅に改善した。2022年

度に－7.7%だった営業利益率は、2023年度に

－4.2%、2024年度には－2.0%へと改善した。

2024年９月以降は単月黒字化を達成している。

第二に、組織風土にも前向きな変化が見られた。職

員アンケートでは、モチベーションが向上したとの

回答が多数を占め、その理由として「方針が明確に

なった」「提案できる風土になった」といったポジ

ティブなコメントが寄せられた。

［考察］

事業承継後の病院再生において、医師リーダーの

擁立と医療経営士との協働は極めて重要である。成

功の鍵は、両者の特性を理解した上での役割分担に

ある。医師は「地頭が良く、学習速度が速い」特性を

活かし、Vision設定や戦略策定を主導する。一方、

医療経営士は、データ収集などの「事前準備」や、医

師の意向を組織全体に浸透させ、職員の声を吸い上

げる「組織との接続」役を担う。本事例では、医師入

職前から医療経営士が組織基盤を整え、入職後は医

師がリーダーシップを発揮できる環境を支援しつ

つ、マネージャー育成やサービス開発といった具体

的な課題解決を両者で推進したことが、財務改善と

組織のモチベーション向上という結果に結びついた

と考えられる。

［共同研究者］

平川貴規（光ヶ丘スペルマン病院院長）
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◎かねこ・たかし
情報系学部を卒業後、システムエンジニア、キャリアアドバイザーを経験後、病院に
転職。医事、総務、連携に携わった後、在宅診療所に転職。事務長、MS 法人代
表、グループの病院理事を務め、今年４月から別の在宅診療所に勤務。

第14回「全国医療経営士実践研究大会」神奈川大会
医療経営士の原点から考える未来─強固な経営基盤を確立させる戦略的マネジメント
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